
出席報告

会員誕生日 脇村明､中田健､岩本

配偶者誕生日 野村眞起子(富也）稲田洋子(太門）

稲田光子(静雄）村上和子(有司）

結婚記念日 中田健､松本､杉野
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会 長 白井 浩
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ｍａｉｌ tanabe-rc@helen.ocn.ne.jp

４つのテスト (FOUR WAY TEST)

言行はこれに照らしてから
(1) 真実かどうか
(2) みんなに公平か
(3) 好意と友情を深めるか
(4) みんなのためになるかどうか

☆ミナ君､本日の卓話宜しくお願い致します。･･･････

･･････････････････････････････････････白井､古谷

☆シャフィク･ミナ･カマル･アシャム君､卓話宜しくお

願いします。又､御寄附頂いた会員の皆様､ありがと

うございました。尚､御寄附予定の方､毎週お待ちし

ております。･･････････････････････････････住山

☆ミナ君､卓話楽しみにしています。溝口､玉井､植田英､

長井､野村､近藤､大木､柏木､玉置､中田吉､脇村富､平尾

☆京都家族会､大勢の参加頂きました。親睦活動委員会

の皆様お疲れ様でした。お世話ありがとうございま

した。････････････････････････････････白井､古谷

☆先日の家族会､ご参加ありがとうございました。又､

春に2回目の家族会計画していますので､その時もぜ
ひご参加下さい。･････････････橘､木村頼､鈴木､杉野

☆親睦さん､家族会楽しかったです。企画準備お世話あ

りがとうございました。･････････････････････････

･･････････････････野村､新井､池永､植田英､稲田太､

大木､山路､住山､和田､田中元､濵口､山本博､岩本､瀬戸

☆小川さん､家族会の添乗ありがとうございました。お

世話になりました。･････････････････････････山路
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●司会者
白井 浩会長

●ソング
手に手つないで

●ゲスト
国際ロータリー第2640地区
米山記念奨学生

シャフィク,ミナ カマル アシャム君

●ビジター

会長報告
・米山記念奨学生のミナ

君に､8月の米山奨学金をお渡しします。

・本日､臨時理事会を行い､地区大会の件が承認されま

した。

・8月25日の会員家族会には､会員家族小さいお子様も

入れまして107名と大勢参加頂きましてありがとう

ございました。また､親睦活動委員会の皆さん､お疲

れ様でした。お世話ありがとうございました。

・米山寄付により新井康司会員が第6回米山功労者マ

ルチプルになられました。ロータリー米山記念奨学

会より感謝状が届いていますのでお渡しします。

幹事報告
・次週､9月5日は､ホテル休館日の為､休会となってい

ます。お間違えの無いようにお願いします。

・2018-2019年度国際ロータリー第2640地区地区大会

の記念誌が再送されています。各自トレーに入れて

います。6月にお渡しした分と差し替えをお願いし

ます。最終ページのDVDは､入っておりません。この

分は以前配布したDVDを入れて頂きたいとの事です。
・紀伊田辺ライオンズクラブ創立60周年記念誌が届い

ていますので回覧します。

・国際ロータリー第2640地区2019-2020インターアク

トクラブ国際交流親睦会のご案内､米山梅吉記念館

館報､ザ･ロータリアンを回覧します。

お知らせ

第3256回 第3257回 第3258回

会員数 85名 85名 85名

出席規定免除会員数 7名 7名 7名

出席計算会員数 82名 83名 82名

出席者 60名 61名 59名

出席率 73.17％ 73.49％ 71.95％

9月12日のプログラム
南部高校異文化交流部
顧問 前田家利先生
副顧問 種治宏樹先生
部長 小山陽生君
副部長 杉本光翼君
副部長 榎本光姫さん

9月19日のプログラム
田辺市教育委員会
学校教育課
指導主事

上木原浩之様
「会員家族会･京都太秦映画村-8月25日-」

委員会報告

親睦活動委員会 橘 一徳委員長

・先日の家族会へ大勢ご参加頂きましてありがとうご

ざいました。

・10月27日(日)に地区年次大会が､ホテルアゴーラリー

ジェンシー大阪堺に於いて13時より17時の予定で開

催されます。当日は､バスと昼食のお弁当を準備さ

せて頂きます。出欠は､次回例会9月12日と19日に取

らせていただきます。

新井会員ミナ君



プログラム

私はミナ、エジプトカイロ出

身です。４歳の時に日本という

国のことをお父さんから初めて

聞きました。ある日幼稚園から

戻って来た時にお母さんが激し

く泣いていました。どうしてと

聞くとオシンと言いましたが、

その時オシンは何か分かりませ

んでした。

でも後でお父さんが説明してく

れました。オシンのドラマのせ

いでお母さんが泣いていました。その日のお母さんの

姿は今でも覚えています。３０年ほど前エジプトで特

に主婦が見ていたと思います。それがなぜか今まで分

からなかったので調べてみたいと思います。

私も子供の頃、結構テレビを見ていたけれど、オシ

ンが好きではありませんでした。キャプテン翼やマジ

ンガーＺを毎日見ていました。

そして年を取って大学に入っ

てもう一回日本のことを聞きま

した。その時、国際交流センター

の友達から誘われて、七人の侍

の映画を見に行きました。その

時から日本語を学ぼうと思いま

したが、大学のことが忙しかっ

たから、なかなかできませんでした。大学を卒業して

就職活動をして日本の旅行会社に勤めました。やはり

日本語を学ぶべきだと思いました。自分で勉強始めま

した。そして、観光客から色々学びました。勤めてい

た旅行会社を通じて多くの日本人の皆様と接する貴重

な機会を得て、更に日本の社会や文化への関心が強く

なりました。日本の文化や社会、そして日本語をもっ

と深く理解したいと思うようになり仕事を辞め、日本

に留学する事を決めました。

２０１４年に大阪ＹＭＣＡ日

本語学校に通っていた時には、

大阪市内の小学校や中学校へ行

き、エジプト文化や歴史を生徒

達に紹介するボランティア活動

にも参加しました。その時に、

日本人がエジプトの歴史や世界

遺産に興味があるだけでなく、食べ物や祭りにも興味

があること、つまり無形文化遺産にも興味があるとい

う事に気づきました。無形文化遺産の大事さを自ら感

じました。

エジプトからもう５年間ぐら

い離れていて、いつもエジプト

のことを思い出す時に食べ物や

音楽や祭りを思い出します。や

はりイスラム教は世界中どこに

でもあります。しかしエジプト

のラマダンが違います、エジプ

トでラマダン月はとても特別な

時間の祭りのようだと思います。

エジプト人が道を飾って皆と遊

んだり食べたり話したりをしています。私はキリスト

教徒なのにラマダン祭りはとても楽しかったです。

エジプトの人口は、１億人

です。その１割はキリスト教

徒です。コプト正教会と言い

ます。福音記者マルコによる

コプト教会が４７年にできま

した。聖家族もエジプトに尋

ねた所が多くて、それぞれの

場所でお祭りが行われていますが日本のように観光地

になっていません。最近になって政府がそのような所

は観光地になるために整備したり促進したりしていま

す。そのことがいいか悪いか今のところで判断できま

せんが。日本の観光開発を見るとオーバーツーリズム

は地元の人に負担を掛けています。エジプトで同じこ

とを行なったらコプト教徒の信者が嫌がると思います。

観光や文化について興味を持っていますから、２０

１８年に修士を卒業して博士課程に入学しました。発

展が大切ですがどうやって発展することについて疑問

を持っています。そして環境、文化、また地元の人々

のニーズにも注意を払うべきだと思います。修士の時

に本をいっぱい読んで、自然環境を守るべきだと理解

しました。どうやって守るかを調べた時にやはり地元

の人が一番詳しいです。だから地元の若い人の意識を

高めたら守ってもらえます。もっと深く調べた時に女

性が男性より上手にできます。なぜかというと男性は

出稼ぎしたり販売したりをしているのであまり環境と

強い関係がありません。女性は住んでいる地域から離

れないので環境のことをもっと知っています。だから

環境を保護をしたい場合は、このプロセスに女性を参

加させる必要があります。

しかし、保守コミュニティ

conservative community(男

性社会)では、女性が社会や

経済の発展プロセスに強く関

わることは簡単ではありませ

ん。だから私の研究はどうやっ

て女性を経済や環境や社会発

展のプロセスに参加させる、つまり女性のエンパワー

メントを達成することを調べたいです。やはり持続可

能な社会を実現するために男女平等が必要であると思

います。

男性社会では女性が働けるために男性の許可が必要

です。この研究では、観光で働く男性が男女平等につ

いてどのように考えているのかを知りたいと思います。

そして観光が男性の知覚に与える影響を計りたいです。

『私のジャーニー』

国際ロータリー第2640地区

米山記念奨学生

シャフィク,ミナ カマル アシャム君

《国際ロータリー第2640地区年次大会》
・日程：10月27日(日）登録受付12時～

開会12時55分 閉会17時

・場所：ホテルアゴーラリージェンシー大阪堺

・バス：カッパーク前出発･･･ホテル(地区大会)･･････
10:00 12:30 13:00→17:00

･････カッパーク前解散
19:30頃

※昼食は､バスの中でお弁当を食べて頂きます。(積込み)


